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 編集後記 
表紙写真について 

 表紙には，盛岡少年院の版画作品を掲載していま

す。毎年同院では，職業指導の一環として行っている

版画指導で在院生が作成した版画作品から，版画カレ

ンダーを制作しています。今年のカレンダーは「岩手

の建物20２０」。本号には，大正１０年に建設さ

れ，国の登録文化財にも指定されている『旧緯度観測

所本館』（作品名は水沢緯度観測所本館）を在院生が

丹念に刷り上げた作品を掲載しました。 

 

  盛岡少年院 
     

    １月 成人式，資格・検定試験（危険物，珠算） 

    ２月 生命のメッセージ展 ，検定試験（漢字） 

    ３月 彼岸法要，資格・検定試験（溶接，珠算） 

    ４月 観桜会 

    ５月 運動会 ，検定試験（珠算） 

    ６月 焼肉昼食会，資格取得講座（フォークリフト，ガス溶接） 

           資格・検定試験（危険物，漢字） 

    

  東北少年院 
 

    １月 成人式,各種資格試験（液化石油ガス設備士） 

    ２月 僕のメッセージ（被害者手記読書感想発表会） 

       技能五輪宮城県大会（配管の部） 

       各種資格試験（３級建築大工） 

    ３月 彼岸会法要，卒業式 

       僕のメッセージ（被害者手記読書感想発表会） 

       各種資格試験（溶接検定，３級ガソリン自動車整備士） 

    ４月 観桜会 

    ５月 僕のメッセージ（被害者手記読書感想発表会） 

       各種資格試験（液化石油ガス設備士） 

       太白山登山 

    ６月 各種資格試験（消防設備士） 

 

   青葉女子学園 
 

    １月 初釜，意見発表会 

    ２月 節分 

    ３月 ひな祭り，太鼓と朗読の会 

    ４月 観桜会 

    ６月 学園祭 

   本号では，前号に引き続き，管内少年院における地

域社会・民間団体等との連携と，管内少年鑑別所にお

ける地域社会のネットワークへの参画を紹介するとと

もに，各取組に第一線で活躍している少年院・少年鑑

別所職員の声をインタビュー

として掲載しました。 

 私たちの取組がより一層充

実したものとなるよう，今後

も引き続き少年矯正への御支

援，御協力を賜れれば幸いで

す。 

少年院の行事予定（令和３年１月～６月） 

※記載している行事予定は，新型コロナウイルスの感染拡大状況等により，  

 中止や延期等の可能性もありますので，ご了承ください。 

仙台矯正管区少年施設広報誌 
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コロナとアオダモ 
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 巻頭言 

  コロナとアオダモ 
東北少年院長 小 山   馨 

今期はコロナに振り回されました。

マスク転売，自粛要請，医療崩壊，夜

の街，三密，コロナ太り，流行語大賞

の候補も増えました。健康管理と教育

訓練のバランスを考慮しつつ，施設内

にコロナが入ることを防ぐことはでき

ましたが，巷では，いろいろなことが

表面化したようです。ある意味では社

会の現実を教えてくれる結果となりま

した。 

まずは，人間の歴史を振り返り，そ

の行動範囲の拡大により，未知の感染

症に脅かされる危険があるという事実

を身をもって知ることができました。 

身近な話題では，パチンコ。感染拡

大防止のため自粛を要請する自治体，

営業を続けたいとする経営者，当然の

ことながら意見が対立しました。店名

を公表して圧をかける自治体，開いて

いる店を教えてくれたと喜び勇んで遠

方から駆け付けるファン。コロナＤＶ

については，休校やテレワークによっ

て家族団らんの機会が増えると思いき

や，子供も大人も家にいる時間が長く

なりストレスがたまる。朝昼晩の食

事，子供の世話，そして収入減。いま

流行りのワークライフバランス，また

違った一面を理解することができまし

た。 

コロナ専門家会議では，病理研究と

は異なり，短期間に人々の行動を変え

ることの難しさに苦悩があったと伝え

られています。 

ところで，我が矯正の目下の課題

は，再犯防止。国，地方自治体，地域

社会が連携して，過去に過ちを犯した

人の立ち直りを支援しよう，生きづら

さを感じる人が安心して暮らせる社会

を実現しようとするものです。施策を

進める過程では，「更生保護は国が行

うもの」，「貴重な公金を使い，犯罪

をした人を支援するのか」という声も

あったと聞きます。宗教教誨師，篤志

面接委員，更生保護女性会，協力雇用

主を始め，趣旨を理解して力になって

くださる古くからの応援団が随所にい

らっしゃいますが，これら公式応援団

や関係機関だけでなく，これからはご

く普通の人々の理解や行動の成熟が必

要になるのです。今は施設で学ぶ者

も，本来の自分を発揮する場はそこで

はなく，それぞれの地域社会です。福

祉分野におけるノーマライゼーション

と目指す方向は一致します。私たちは

質の高い情報を発信し，新たな社会シ

ステムを構築しなければなりません。 

先日，アオダモの植樹会に参加した

小学生の新聞記事を目にしました。

「80年後にバットとして使ってもら

えるのが楽しみ」と話す4年生。世代

を越えて手入れを続けていくことにな

るのでしょう。昨今は「目の前の結果

を出す」ということが注目されがちで

すが，私たちの掲げる理想も世代を越

えた取り組みを必要とするものです。

そして，そこにこそ意義があるものと

考えます。 
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現
場
の
声 

青
葉
女
子
学
園 

特
別
活
動
主
任 

 
 

 
 

 

吉
野 

政
一 

専
門
官 

 
法
務
教
官
を
目
指
し
た

き
っ
か
け 

 

大
学
時
代
は
教
育
に
つ
い
て
学

び
、
音
楽
教
師
の
資
格
を
取
得
し
て

お
り
ま
す
。
当
時
の
大
学
教
授
が
元

矯
正
職
員
で
あ
っ
た
た
め
、
教
授
の

紹
介
の
下
、
試
験
を
受
け
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
矯
正
に
関
す
る

講
義
の
受
講
や
少
年
鑑
別
所
を
見
学

す
る
機
会
も
あ
っ
た
た
め
、
元
々
矯

正
の
世
界
に
は
興
味
を
持
っ
て
お
り

ま
し
た
。
当
時
は
音
楽
へ
の
未
練
は

特
に
な
く
、
子
供
に
関
わ
る
教
育
の

仕
事
に
就
職
で
き
た
こ
と
へ
の
喜
び

の
方
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
拝
命
か
ら
今
年
で
三
十
二

年
目
に
な
り
ま
す
。 

 

特
別
活
動
主
任
に
つ
い
て 

 

特
別
活
動
主
任
は
、
行
事
や
社
会
貢

献
活
動
等
、
外
部
関
係
機
関
と
や
り
取

り
す
る
機
会
の
多
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

す
。
元
々
オ
ペ
レ
ッ
タ
や
太
鼓
演
奏
等

の
行
事
が
あ
り
、
音
楽
の
情
操
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
青
葉
女
子
学
園
の
特

別
活
動
主
任
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
私

の
培
っ
て
き
た
音
楽
ス
キ
ル
が
活
か
さ

れ
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
女
子

少
年
院
は
少
年
同
士
の
能
力
差
が
大
き

い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
音
楽
に
よ
る
指

導
は
少
年
に
と
っ
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
低

く
、
何
よ
り
本
人
が
楽
し
そ
う
に
取
り

組
ん
で
く
れ
ま
す
。
『
音
楽
指
導
』
と

い
う
よ
う
な
仰
々
し
い
も
の
で
は
な

く
、
音
楽
や
楽
器
と
触
れ
合
う
こ
と
で

少
年
の
興
味
関
心
が
広
が
り
、
将
来
の

選
択
肢
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
少
し
で
も

増
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
い
う
思
い

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

外
部
と
の
つ
な
が
り 

 

更
生
保
護
女
性
会
等
の
協
力
の
下
、

福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
神
社

の
清
掃
や
被
災
地
見
学
等
の
機
会
を
設

け
て
お
り
ま
す
。
受
け
入
れ
て
い
た
だ

く
施
設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
こ
へ

の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た
上

に
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ

さ
る
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
様
の
存
在

が
本
当
に
有
り
難
く
、
少
年
の
縁
の
下

の
力
持
ち
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
少
年
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い 

う
名
目
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
が

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
面
の
方
が
大
き

い
と
個
人
的
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
に
も
篤
志
面
接
委
員
や
外
部
講
師

等
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
で
、
少
年
院

と
し
て
の
処
遇
の
幅
が
広
が
り
、
少
年

の
感
性
も
大
き
く
豊
か
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。 

 

三
十
年
以
上
勤
め
て
な
お
、
強
く
感

じ
る
の
は
、
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
行
事
に
し
て
も
社

会
貢
献
活
動
に
し
て
も
。
職
員
や
少
年

は
も
ち
ろ
ん
、
外
部
の
方
々
の
御
助
力

の
お
陰
で
成
立
し
て
い
ま
す
。
少
年
院

の
取
組
に
御
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
上

に
、
様
々
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
は
本
当
に
有
り
難
く
、
つ
な

が
り
の
心
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

『
少
年
院
で
の
教
育
は

楽
し
く
て
楽
し
く
て 

仕
方
な
い
』 
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第
一
線
で
働
く 

 

職
員
に
聞
き
ま
し
た 

 

鑑
別
業
務
と
は
違
い
、
相
談
者
と
は

長
期
的
に
関
わ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
継
続
的
に
関
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

の
中
で
、
そ
の
後
の
様
子
に
変
化
が
生

じ
た
り
、
好
転
し
て
い
る
話
を
耳
に
し

た
り
す
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
多
く
の
外
部
関
係
機
関
と
協

力
す
る
こ
と
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
の

意
見
を
基
に
ケ
ー
ス
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
新
た
な
発
見
や
学
び
が

多
く
、
地
域
援
助
業
務
の
幅
も
広
が
っ

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。 

 

法
務
技
官
（
心
理
）
を 

 

目
指
し
た
き
っ
か
け 

 

大
学
時
代
に
心
理
学
を
学
び
、
そ

こ
で
犯
罪
心
理
学
の
本
を
読
ん
で
興

味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
心
理
職
の
中
で
も
、
将
来
的
に

は
非
行
や
犯
罪
に
関
わ
る
仕
事
が
し

た
い
と
考
え
て
い
た
中
で
、
実
際
に

少
年
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
て
、
少
年

の
そ
の
後
の
成
長
過
程
を
見
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
こ
の
仕
事
を
選
び
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
仙
台
少
年
鑑
別

所
、
青
森
少
年
鑑
別
所
で
の
勤
務
経

験
が
あ
り
、
今
年
で
七
年
目
に
な
り

ま
す
。 

 

福
島
少
年
鑑
別
所
は
、
教
育
機
関
か

ら
依
頼
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
問

題
の
あ
る
少
年
等
に
つ
い
て
、
地
域
の

学
校
や
教
育
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
実
際
に
学
校
に
足
を
運

ん
で
面
接
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

面
接
自
体
は
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
少
年
の
心
情
に
配
慮
し
な
が

ら
、
少
年
の
背
景
や
内
に
抱
え
て
い
る

も
の
を
引
き
出
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し

て
い
き
ま
す
。
学
校
や
保
護
者
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
際
も
、
少
年
自

身
の
得
意
な
こ
と
や
時
に
は
周
囲
の
援

助
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
等
も
問
題
性

に
関
連
付
け
て
丁
寧
に
伝
え
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
周
囲
の
理
解
を
得

る
こ
と
は
少
年
の
た
め
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
技
術
は
も
と
よ

り
、
伝
え
方
に
つ
い
て
も
日
々
研
鑚
の

毎
日
で
す
。 

 

外
部
機
関
と
の
つ
な
が
り 

『
一
人
で
こ
の
仕
事
は
で
き

な
い
。
人
と
関
わ
り
、
人
を

頼
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
』 

福
島
少
年
鑑
別
所 

鑑
別
部
門 

 
 

 
 

 

竹
之
下 

仁
宏 

専
門
官 

 

地
域
援
助
業
務
に
つ
い
て 

 

地
域
援
助
の
や
り
が
い 

 

少
年
鑑
別
所
に
は
犯
罪
、
非
行
に
関

す
る
知
見
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
地

域
援
助
に
お
い
て
当
所
が
ケ
ー
ス
対
象

者
と
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、

限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で 

、

密
接
な
情
報
交
換
が
可
能
な
関
係
機
関

と
協
働
し
て
対
応
で
き
る
と
本
当
に
心

強
い
で
す
。
ま
た
、
我
々
が
見
識
の
な

い
分
野
も
関
係
機
関
を
通
し
て
他
の
機

関
や
団
体
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
学

ぶ
こ
と
も
あ
る
た
め
、
鑑
別
し
て
い
る

少
年
の
保
護
観
察
や
社
会
復
帰
に
役
立

て
ら
れ
る
知
見
も
い
た
だ
け
ま
す
。
外

部
機
関
と
関
わ
る
こ
と
で
、
私
個
人
の

み
な
ら
ず
、
少
年
鑑
別
所
と
し
て
も
業

務
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
た
め
、
今
後

は
様
々
な
機
関
・
団
体
と
の
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
で
す
。 
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１ はじめに 

 当院の社会貢献活動は，在院者が何をすべきか自ら考えて主体的に行動し，最後までやり

遂げることで，達成感を味わうことにより，自己有用感及び自己肯定感を向上させることを

目的として実施してきました。また，この社会貢献活動を通して，地域社会との連携が強化

されることも目的としています。 

 昨年度は，地域のお祭り飾りを製作したり，近隣の公園の清掃活動を行ったりしてきまし

たが，本年度は新型コロナウイルスの影響から昨年度まで実施してきた活動ができなくな

り，コロナ禍における社会貢献活動の開拓が課題となっていました。 

盛岡少年院における地域社会と 

        連携した社会貢献活動について 

 各施設の取組 ―盛岡少年院－ 

２ 動物公園における社会貢献活動  

 このような中，本年８月，当院の就労支援

スタッフから「盛岡市動物公園ＺＯＯＭ

Ｏ」の職員を紹介され，その方に職業指導

講話を実施していただきました。その際，

同動物公園で社会貢献活動ができることが

ないか御相談させていただいたところ快諾

を頂き，本年１０月に同動物公園で清掃活

動が実施できることになり，１級の在院者

１名が，お客さんの通り道の落ち葉を集め

たり，飼育場所の清掃を行ったりしまし

た。参加した在院者は，「人の役に立つこ

とが気持ちいいと思った。」，「社会に

帰っても仕事を丁寧にやったり手早く済ま

せたりして，周りから信用や信頼を得た

い。」といった感想を述べていました。ま

た，同動物公園のスタッフからは，「大変

きれいに清掃していただき，有り難かっ

た。」，「動物公園の職員にとっても良い

刺激になった。」などの御感想を頂くこと

ができました。 

３ 今後の社会貢献活動について 

 今回の社会貢献活動は，在院者が自分の活動が社会に認められ，感謝されることを実感

し，人の役に立ちたい，出院後の社会生活に対して前向きに取り組もうと決意を新たにする

きっかけとなり，「地域社会と協働した再犯・再非行防止」の観点からも有用な活動になり

ました。今後も地域の方々に御理解と御協力をいただきながら，お互いのニーズも踏まえつ

つ，「社会とつながる貢献活動」を積極的に実施していきたいと思います。  



 

２ 特徴的な取組例～警察との連携～ 

（１）継続補導中の児童に対する支援 

 当センターでは，児童を取り巻く関係者が，児童の特性等を正しく理解し，今後の指導等

に生かすため，児童の面接及び知能検査を実施しています。また，面接所見や検査結果，特

に，児童のものの見方や考え方の特徴，働き掛けを行う際の糸口となり得る「強み」等につ

いて，ケア会議でお伝えしています。さらに，その後も，児童に変化があった際や，関係者

が「困り感」を抱いた際の相談に応じるなど，継続的な支援を行っています。 
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１ はじめに 

 当所では，地域社会の非行・犯罪の防止に向け，司法，

教育，保健・福祉，更生保護，そして矯正といった幅広い

領域の関係機関と連携しています。連携を築くにあたっ

て，これまで接点が少なかった関係機関とは積極的につな

がりを作ることを心掛け，これまで連携している関係機関

とは「新しいつながり方」を模索することが大きな課題と

なります。今回は，これまで少年保護手続きの中で連携し

てきた児童福祉機関との間で実施している「新しいつなが

り方」について御紹介します。 

１ はじめに 

 当センターでは，個人からの相談のみならず，学校からの依頼による各種検査や法教育，

福祉機関とのケース会議，各種団体からの依頼による講演などの様々なニーズに対応してい

ます。最近では，依頼元機関が多様化しており，それに伴い相談件数も増加しています。今

回はその中から，山形県警との連携及び今後の展望についてご紹介します。 

法教育の様子 

（写真のモデルは職員です） 

仙台少年鑑別所（法務少年支援センター仙台） 

山形少年鑑別支所（やまがた法務少年支援センター） 

２ 特徴的な取組～児童福祉機関との連携～ 

 児童相談所や児童自立支援施設などの児童福祉機関において支援している児童・生徒を

対象に，事例検討会を通じて問題行動の分析や処遇方針等を共有した後，対象者一人ひと

りのニーズに応じて，当所職員が教育的な働き掛けを行うといった取組を行っています。

これらは，児童福祉機関が児童・生徒を支援する際の手掛かりとなるような知識や考え方

を付与することを目的に実施していますが，児童・生徒の成長に伴い，児童福祉機関から

当所が支援を引き継ぐことも視野に入れた取組であり，切れ目のない，継続的な支援を実

現するといった点でも積極的に取り組んでいます。 

 地域社会のネットワークへの参画  
 ―仙台少年鑑別所 ＆ 盛岡少年鑑別支所 ＆ 山形少年鑑別支所－ 
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１ はじめに 

 非行のある少年が，少年鑑別所に収容される期間は通常１か月程度であり，その間

に，その少年が非行に至った事情を明らかにし，立ち直りのための指針を立てること

が，少年鑑別所の主たる役割です。しかし，複雑な問題を抱え，立ち直りに長い時間や

手厚い支援が必要な少年も少なくなく，少年鑑別所に収容されている間だけにとどまら

ず，その後数年にわたり，他の関係機関と連携して支援を続けることもあります。 

組織改編に伴い，仙台少年鑑別所を本所として，平成３０年４月には盛岡少年鑑別支所

が，平成３１年４月には山形少年鑑別支所が加わり，新たな組織として運営を開始しまし

た。それぞれの強みを活用し，補い合いながら連携を進めており，地域援助においても，各

地域の特色を生かして充実化を図っています。 

講演の様子   

 今年は新型コロナウイルスの影響もあり，保護観察所（地

域生活定着支援センター等も同席），少年院，当所の３か所

をつなぎ，リモートで会議を行いました。 

                  （写真は再現です） 

２ 特徴的な取組例～保護観察所及び地域生活定着支援センターを中心とする 

                            福祉関係機関との連携～ 

 少年院出院後，ほとんどの少年は保護観察所の指導を受けながら，社会復帰の道のり

を歩んでいきます。特に保護環境がぜい弱であるとか，本人が何らかの障害を抱えてい

る場合などは，福祉的なサポートも欠かせず，多機関が連携して重層的に関わっていく

ことが求められます。当所も，少年や保護者等を含めた関係者で構成された支援会議に

加わり，指導・支援の方向性について協議したり，少年本人の動機付けを高め，自主性

や意欲を引き出すべく助言や指導を行ったりしています。地域社会のネットワークの一

端を担い，少年の成長を共に見守っていけることに，責任と喜びを感じています。 

盛岡少年鑑別支所（法務少年支援センターいわて） 

   検査結果のフィードバック用紙  

（２）「少年の立ち直り支援活動に関する協定」の締結に向けて 

 山形県警の「立ち直り支援活動」と当センターのアセスメント機能を融合させるべく，

「少年の立ち直り支援活動に関する協定」の締結に向けた準備を進めています。県警と相互

補完的に緊密な連携を図ることで，少年の特性等に応じたきめ細かな支援を展開できるよう

に努めていきます。     


